
学校番号 １００６ 

令和５年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 体育（女子） 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・様々な種目を実践しよう。 

・体力の向上を目指そう。 

・種目を通して、人間関係など、様々なことを学ぼう。 

・ルールを理解し、怪我の無いように取り組めるようにしよう。 

 

２ 学習の到達目標 

・心と体を一体として捉え、健康、安全に留意して運動する態度を育てる。 

・運動の合理性、計画的な実践を通して運動を習慣化する。 

・生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を運動場面だけでなく、日常生活でも活か

せるようライフステージと健康について知識や理解を深めると共に、健康の保持増進のための実践力

の育成と体力の向上を図り、適切に判断する能力を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c: 運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自ら進んで運動の楽し

さや喜びを味わおうと

する。 

健康や安全を確保して

学習に主体的に取り

組もうとする。 

結果や勝敗を受け入

れ、自他の技能を客観

的に判断できる。 

公正・協力・責任・参画

などの態度を身に付け

る。 

知識を活用し、技能向

上につなげる。 

自己や仲間の課題に

応じた運動を継続する

ための取組を工夫でき

る。 

運動を継続したり、体

力や技能向上をする

ための計画を考えるこ

とができる。 

学習で得た成果を自ら

応用・発展させ、実生

活に生かせる。 

記録や技能向上に挑

戦する。 

運動の合理的な実践

を通して、種目特性に

応じて勝敗を競った

り、攻防を展開したり、

表現するための各領

域の運動特性に応じ

た段階的な技能を身

に付ける。 

仲間と連携・協力して

各種目を楽しむ。 

運動の技術の名称や

行い方、体力の高め

方、課題解決の方

法、練習や発表の仕

方、スポーツを行う際

の健康・安全の確保

の仕方についての具

体的な方法を理解し

ている。 

スポーツの歴史、文

化的特性、スポーツ

との関わり方につい

て理解している。 

評
価
方
法 

受講態度の観察 

ノート 

レポート 

        等 

ノート 

レポート 

        等 

技能観察 

ノート 

スキルテスト 

       等 

ノート 

レポート 

        等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
・２
学
期 

ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ 

回し方の練習 

かぶり縄 

迎え縄 

各技の練習 

発表 

○ ○ ○ ○ a:安全に配慮すること、グループでの役

割を果たすこと、演技などについての

話合いに参加することなどのほか、

健康や安全を確保して、自主的に取

り組んでいる。 

b:ダブルダッチを実践するための自己の

課題に応じた運動の取り組み方を工

夫している。グループ内でコミュニケ

ーションをとりながら、課題解決のた

めの注意点を言及することができる。 

c:種目特性に応じて演技や発表をする

ための技能や仲間との連携した動き

を身につけている。 

d:技術や技の名称や行い方、体力の高

め方、運動観察の方法を理解してい

る。 

受講態度の

観察 

技能観察 

スキルテスト 

等 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

ハイクリア・ドライブ・ヘアピ

ン・スマッシュ 

シングルス・ダブルスゲーム 

○ ○ ○ ○ a:フェアプレイを大切にすること、自己責

任を果たすこと、作戦についての話

合いに参加することのほか、健康や

安全を確保して、自主的に取り組ん

でいる。 

b:自己の課題に応じた運動の取り組み

方を工夫している。 

c:バドミントンの特性に応じてゲームを

展開するための作戦に応じた技能や

仲間との連携した動きを身につけて

いる。 

d:技術や技の名称や行い方、体力の高

め方、運動観察の方法を理解してい

る。 

受講態度の

観察 

技能観察 

スキルテスト 

等 

１
・２
学
期 

陸
上 

５０・１００ｍ走 

三段跳び 

やり投げ 

○  ○ ○ a:勝敗や記録を冷静に受け止めること、

よい演技を讃えること、マナーやルー

ルを大切にすることのほか、健康や

安全を確保して、自主的に取り組もう

としている。 

c:各種目の特性に応じた、各種目、演

技特有の技能を身につける。 

d:技術や技の名称や行い方、体力の高

め方、運動観察の方法を理解してい

る。 

受講態度の

観察 

技能観察 

スキルテスト 

等 



水
泳 

クロール・平泳ぎの復習 

背泳ぎのスタート練習、泳法

練習 

５０ｍ背泳ぎのタイム測定 

○ ○ ○ ○ a:マナーやルールを大切にすることや自

己責任を果たすことのほか、水泳の

事故防止に努め、健康や安全を確保

して、自主的に取り組んでいる。 

b:自己の課題に応じた運動の取り組み

方を工夫している。 

c:水泳の特性に応じた、効率的な泳法

を身に付けている。 

d:技術の名称や行い方、体力の高め

方、観察の方法を理解している。 

受講態度の

観察 

技能観察 

スキルテスト 

等 

３
学
期 

選
択 

前期 

グラウンド種目 

ミニサッカー・ソフトボール・

ハンドボール・テニス・ソフト

テニス・陸上トレーニング・ソ

フトラクロス 

 

 

後期 

体育館種目 

バスケットボール・バレーボ

ール・バドミントン・卓球・ソフ

トバレー 

○ ○ ○ ○ a:割り当てられた役目を全うし、グルー

プ活動が円滑に進むように計画を立

て、その計画に沿って活動を行うこと

ができる。 

ルールやマナーを守り、安全に留意

し活動を積極的に行うことができる。 

b:自己の課題に応じて運動の取り組み

方を工夫したり、仲間の課題に対して

も注視したりすることができ、協力し

て解決策について考えることができ

る。 

c:各種目の特性に応じた、各種目、演

技特有の技能を身が身についてい

る。 

d:技術や技の名称や行い方、体力の高

め方、運動観察の方法を理解してい

る。 

受講態度の

観察 

技能観察 

スキルテスト 

ノート 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度     b:思考・判断 

c: 運動の技能      d:知識・理解 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各

項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


